
感染症情報 ８月１４日～２０日

④ＲＳウイルス感染症

②感染性胃腸炎

⑤ヘルパンギーナ

３７０例（堺市 

１１０例（堺市 ５例）
１０７例（堺市 ９例）

前週比２．６％増の１，３６５件の報告数であった。今週もお盆を
含んでいる。咽頭結膜熱が府下で３５％増、堺市で前回３５例→今
回６４例であった。堺市で定点当たり３．３７（警報レベル開始の基
準値３を超えた）。感染性胃腸炎が府下で前週比１％減、堺市で
前週２３例→今回２６例であった。溶連菌感染症が府下が９％減、
堺市で前週４０例→今回２５例。ＲＳウイルス感染症が府下で２３％
減、堺市で１３例→５例であった。ヘルパンギーナは府下で１５％
減、堺市で１２例→９例であった。
インフルエンザが府下で前週２０１例→３３１例で６５％増、堺市で
前週２０例→今回２４例であった。定点当たり大阪府は０．６７→
１．１０、堺市で０．７１→０．８６であった。大阪府で８月に流行期入
りの目安の１を超えたのは２０１０年以降初めてとある。

２６例）
③溶連菌感染症 ２３６例（堺市 ２５例）

６４例）

府下３０１医療機関（堺市２８）から

府下小児科１９５医療機関（堺市１９）から

①咽頭結膜熱 ４２１例（堺市

３３１例（堺市インフルエンザ ２４例）

府下３０１医療機関（堺市２８）から

３，５７６例（堺市新型コロナウイルス感染症 ３８４例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週
３，０７８例→今回３，５７６例で１６％増、定点当たり１０．２３→
１１．８８であった。堺市は前週４４６例→今回３８４例で１４％減、定
点当たり１５．９３→１３．７１であった。大阪府のブロック別で堺市ブ
ロックはワーストから３番になった。

大阪府定点 １１．８８ 堺市定点 １３．７１

 麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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